追憶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬場　康徳

気付いたら四月一三日桜も満開なころだ。時刻も正午を少し回ったところ。
そろそろか。もう少ししたら約束の時だ。俺は着替えてベッドの上から車いすに乗りかえると早苗の待つ約束の場所へと足を運ぶことにした。何を話せばいいのか自問しながら。

まだ満足していない奴は校舎裏の木の下に集まれ

こんな話が回ったのは受験もひと段落終わり、高校で受験お疲れかいみたいなのをやった帰りだった。何をやるのかと問うたが誰も知らないという。行く行かないと悩んだが気がついたら誘蛾灯に誘われるがのごとく足が勝手に向かっていた。
俺を支配していたのは確かな高揚感だった。そこに行けば何かがあるのでは。といった期待が僕を支配してやまなかった。
また一人、また一人と木の下に集まる。そこには見知ったクラスの面々に他のクラスの面子が集まっていた。暫くすると学年のお調子者達がやってきてみんなにビールやジュースを配り始めた。一斉にプルタブがひかれる。酒とは不思議なものだ。今までしゃべったことのないような人たちとも気軽にしゃべるようになる。あるものは酒を酌み交わしながら踊り、あるものは思いっきり校歌を熱唱していた。
「廣瀬君、こんばんは。」
「あ、今晩は。前沢さん。」
前沢　早苗。俺と同じクラスの子で少し地味な子だけどとても親しみのもてる子だ。
「廣瀬君受験お疲れ様。」
「前沢さんも、お疲れ。」
「ありがと。それにしても奇遇だよね。私達同じ大学に進学するなんて。」
「そうだね、受験会場で見た時はお互いびっくりしたね。まさか、俺と同じで東京の大学に出願した人がいるとは思ってなかったから。」
「私もだよ。どうしても受講してみたい先生がいたから思い切って受験してみたけどまさかそこで知り合いに会えるなんて思ってもみなかったもん。」
「ま、二人と無事受かったことだしこれからもよろしく。」
「うん、よろしくね。」

結局あの後他の友達が乱入してきて途中で別れたけど…。そう言えば、早苗と初めて喋ったのは受験の時を除くとあの日が初めてだったな。
　
「ねえねえ、廣瀬君。」
「どうしたの前沢さん？」
「廣瀬君って池袋行ったことある？」
「あるけど…どうかし」
「ほんとに！じゃあ、今度案内してよ。」
「案内って、まあ別にいいけど、、、どうかしたの？」
「実は、今度友達で池袋に遊び行くことになったんだけど私まだ行ったことなくて…当日行って私だけまったく遊んだことがないってなったら周りにどう思われるか少し心配で…だから、良かったら廣瀬君に案内してもらいたいんだけど…駄目？」
「ああ、そういうことか。ならいいよ。俺もそろそろ行こうと思ってたし。いつ頃がいい？」

なんて、平静を装って承諾してみたけどあの時は本当にうれしかったんだよな。
大学に入学してからは早苗とは事あるごとに一緒だった。サークルの新入生歓迎コンパでは一緒に回ったし今では違うが最初のほうは一緒に授業を受けたりもしていた。大学から近い吉祥寺を散歩していた時にばったり出くわして一緒に歩いていたこともあったね。そんなことをしていたせいか気がついたら、気付いたら早苗のことが気になってる俺がいたんだ。早苗としゃべるだけで心が躍った。早苗が笑ってくれるだけで凄く幸せな気分になった。気付いたら早苗のことをずっと考えていた。早苗は友達が多い方だったけど早苗が他の男子としゃべっている時は凄く心が締め付けられた。その時本当に気付いたんだ。これが恋なんだって。だから、だから決めたんだあの時、二人で池袋に行ったら俺の気持ちを正直に伝えるんだって……
　
「ずっと前から好きでした。僕と付き合ってください。」
　サンシャインの展望台での告白は思っていたよりもすんなりと出た。
「最初はずっと前沢さんのことは友達だと思っていた。でも、気付いたら前沢さんのことをずっと考えていた。前沢さんと一緒にいる時が凄く楽しくて、前沢さんが他の人と話しているのを見ているだけで胸が痛くて…」
やらかした。気がついたら言おうと思っていたもの以上の言葉が出ていた。このままでは…
「嬉しい。」
「え？」
「私も廣瀬君のこと好きだよ。」
「ほ、本当に？」
「こんなこと冗談で言えないよ。でも、一つだけ悔しいな。」
「悔しい？」
「うん、だって本当は私から告白するつもりだったのに先越されちゃったんだもん。」

あの時は本当にうれしかったんだ。世界は自分を中心に回っているとさえ思えたんだ。だって、自分が好きだった子と両想いだったんだ。そう思うだろ？そう、本当にあの時は幸せだったんだ。

きっかけはとても簡単なことだった。車掌が居眠りをして制限速度を大幅に越してしまいカーブを曲がり切れずそのまま脱線した。不幸にもその日俺と早苗はその電車に乗っていた。二人でクリスマスのイルミネーションを見に行く途中だった。
急ブレーキで止まろうとする電車。高速でカーブに差し掛かり遠心力で振り回される俺と早苗。そして傾く電車。
目の前にひろがるのは地獄だった。寒い冬の中そこら中から煙が出ていた。俺たちが乗っていた電車は跡かたもなく破砕され乗っていた乗客はみんな散り散りに飛ばされていた。そこらじゅうからうめき声が聞こえみんな痛みを訴えのたうちまわっていた。
早苗は、早苗はどこなんだ。

「修ちゃん、修ちゃん。」
「早苗、大丈夫か早苗。」
「あ、修ちゃんだ。私は…私は大丈夫だよ。」
　そんなわけがなかった。素人目の俺から見ても早苗の体は重体だった。俺の量の手からみるみる早苗の体温が奪われていくのが実感できる。
「そうだな、見た感じ早苗は無傷だし。それに、もう少しで救急隊の人たちが来てくれる。だから、だから安心していいよ。」
「ねえ、修ちゃん。」
「…どうした早苗？」
「一緒に…一緒にクリスマス過ごしたかったね。」
「…早苗？」
「雪が降る中一緒に雪かきして、大晦日過ごして初詣行きたかったね。」
「な、何言ってるんだよ。これから、これから出来ることじゃないか。」
「一緒に…一緒に旅行にも行きたかったね。修ちゃん温泉が好きって言ってたから温泉行きたかったなぁ。あと、花見も上野の桜綺麗だったし来年こそは修ちゃんとって思ってたのに。」
「何言ってるんだよ早苗。そんなのこれから何回でも行けばいいじゃないか。二人で行こうよ、な。早苗。」
「うん、そうだね。これからも、一緒に一緒に行こうね。」
「ああ、そうだ。とりあえずは今から病院いって体見てもらおうな。それから、体直したら温泉でも花見でも好きなとこ行こう。」
「そうだね、修ちゃん。」
そう言って早苗は俺のいない方へ向って手を伸ばした。
「早苗…お前、目が…」
「…私の馬鹿。本当は、本当は最後まで隠す予定だったのに、、、ごめんね修ちゃん。」
「何言ってんだよ。謝る必要なんてないんだ。それに、最近は医療も進歩してるんだ。目なんて直ぐ治せるさ。だから、元気出してくれよ。な。一緒に…一緒に遊び行こうよ。な。」
「そうだね…きっとそうしようね。あ、修ちゃん空…雪が…雪が降ってるよ。」
早苗にそう言われて初めて気がついた。空からは純白な雪がしんしんとしんしんと降りつもっていた。
「これで雪かきができたら一つ願い事がかなうのにね。でも、修ちゃんと一緒に雪が見れて本当に…本当によか…」
「早苗？おい早苗」
早苗の体が不意に糸が切れたように力が無くなった。このことを示すのは一つしかないのに、俺は、俺はそれを認めるのが怖くてただ、ただ早苗に泣きつくだけだった。


「久しぶりだね、早苗。」
　俺は約束の場所へと足を向けた。あの事件で俺は両足を怪我した。以来ずっと車いす生活を強いられてきた。
「ほら早苗、ここからだと桜が良く見えるね。覚えてるかあの時の約束。また一つ達成できたな。今度は一緒に旅行に行こうな。」
　早苗は、あの後病院に運ばれ一命を取り留めた。だが、一命を取り留めただけだった。遅延性意識障害。あの事件が彼女にもたらしたものだった。一般にいう植物人間というものだった。
なにかきっかけがあれば意識を取り戻すかもしれない。
医者にそう言われ俺は毎日大学が終わると同時に早苗のいる病室へと足を運び、早苗と会話をする。その日あった大学の出来事。周りの景色について。だが、まだ一向に早苗が意識を取り戻す気配は無い。

